
　
建
設
現
場
、
工
場
、
港
湾
な
ど
ク
レ
ー
ン
の
活
躍
の
場
は
多
い
。
ク
レ
ー
ン
作
業

は
つ
り
荷
の
落
下
や
衝
突
な
ど
、
事
故
の
危
険
性
を
常
に
は
ら
ん
で
い
る
。
安
全
へ

の
意
識
を
喚
起
し
、
日
々
緊
張
感
を
持
っ
て
作
業
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
、

１
９
８
０
年
、
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会
と
ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安
全
協
会
は
９
月

日

を
「
ク
レ
ー
ン
の
日
」
に
制
定
し
た
。
作
業
へ
の
慣
れ
を
戒
め
、
初
心
に
帰
り
、
尊

い
命
を
守
っ
て
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

クレーンの日９月日は
労
働
災
害
ゼ
ロ
目
指
す
小
さ
な
ミ
ス
が
大
事
故
に

復
興
作
業
に
不
可
欠
活
躍
の
場
・
従
事
者
増
加

点
検
ポ
イ
ン
ト
検
証
負
荷
箇
所
を
十
分
に
確
認
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ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
で

は
「
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
中

震
以
上
の
震
度
の
地
震
の
後

に
作
業
を
行
う
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
ク
レ
ー
ン
の
各

部
分
の
異
常
の
有
無
に
つ
い

て
点
検
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
る
。
中
震
は

震
度
４
を
意
味

し
、
東
日
本
大

震
災
以
降
に
も

続
く
地
震
に
対

し
、
従
事
者
は

十
分
な
点
検
を

行
う
必
要
が
あ

る
。

　
日
本
ク
レ
ー

ン
協
会
で
は

年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
発
生

後
、
天
井
ク
レ

ー
ン
や
コ
ン
テ

ナ
ク
レ
ー
ン
な

ど
の
固
定
型
の

ク
レ
ー
ン
を
細

か
く
分
析
し
、

デ
ー
タ
を
集

め
、
点
検
ポ
イ

ン
ト
の
検
証
を

行
っ
た
。
つ
り

荷
が
揺
れ
て
大

き
な
負
荷
が
か
か
る
点
が
重

点
的
な
点
検
箇
所
に
な
る
。

同
協
会
は
天
井
ク
レ
ー
ン
を

中
心
に
点
検
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
た
。
ク
レ
ー
ン
の
共
通

部
分
は
他
機
種
に
も
適
用
で

き
る
と
い
う
。

　
走
行
レ
ー
ル
の
点
検
項
目

は

レ
ー
ル
の
側
面
で
光
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か

レ
ー
ル
の
踏
み
面
に
車
輪
が

滑
っ
た
跡
は
な
い
か

走
行

レ
ー
ル
継
ぎ
目
の
溶
接
部
の

ク
ラ
ッ
ク
や
ボ
ル
ト
の
緩
み

は
な
い
か
、
ま
た
走
行
レ
ー

ル
継
ぎ
目
板
の
変
形
は
な
い

か

走
行
レ
ー
ル
取
り
付
け

ボ
ル
ト
の
緩
み
は
な
い
か

―
。
建
屋
が
傾
い
て
い
る
と

車
輪
が
片
当
た
り
し
て
い
る

場
合
が
あ
っ
た
り
、
地
震
に

よ
り
ク
レ
ー
ン
が
レ
ー
ル
上

を
滑
っ
た
り
と
、
表
面
の
傷

の
確
認
は
必
要
だ
。

　
ほ
か
に
も
、
地
震
で
こ
す

れ
、
傷
が
付
く
こ
と
が
あ
る

の
で
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
外
見

の
傷
、
見
に
く
い
た
め
に
異

常
を
見
落
と
し
が
ち
な
歯
車

の
車
輪
ギ
ア
な
ど
、
細
か
く

項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ

る
と
、
２
０
１
０
年
の
ク
レ

ー
ン
等
に
か
か
る
労
働
災
害

に
よ
る
死
傷
者
数
は
前
年
よ

り

人
減
少
の
１
８
１
２

人
、
死
亡
者
数
は
前
年
よ
り

４
人
減
少
の

人
だ
っ
た
。

ク
レ
ー
ン
の
日
が
制
定
さ
れ

た

年
と
比
較
す
る
と
、
死

傷
者
数
は
４
１
９
９
人
、
死

亡
者
数
は
１
０
８
人
も
減
少

し
て
い
る
。

年
の
ク
レ
ー

ン
等
の
設
置
状
況
が

万
７

２
６
０
台
と
い
う
中
で
も
、

労
働
災
害
は
ゼ
ロ
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ク
レ
ー
ン
等
に
よ
る
死
亡

災
害
を
業
種
別
に
み
る
と
、

製
造
業
と
建
設
業
が
そ
れ
ぞ

れ

人
、
陸
上
貨
物
運
送
事

業
が
４
人
、
港
湾
荷
役
業
が

１
人
、
そ
の
他
の
事
業
が

人
だ
っ
た
。
ク
レ
ー
ン
の
機

種
別
に
み
る
と
、
天
井
ク
レ

ー
ン
が

人
、
車
両
搭
載
型

ク
レ
ー
ン
が

人
、
ク
ロ
ー

ラ
ー
ク
レ
ー
ン
が

人
と
続

く
。

　
ク
レ
ー
ン
が
活
躍
す
る
場

は
製
造
業
と
建
設
業
が
多

い
。
ま
た
、
そ
の
現
場
で
は

天
井
ク
レ
ー
ン
と
車
両
搭
載

型
ク
レ
ー
ン
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
災
害
は
ク
レ
ー

ン
の
作
業
頻
度
に
比
例
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
死
亡
災
害
の
発
生
現
象
は

落
下
が

人
、
つ
り
荷
・
つ

り
具
の
激
突
が
８
人
、
挟
圧

が

人
、
墜
落
が

人
、
機

体
・
構
造
部
分
の
折
損
・
倒

壊
・
転
倒
が

人
、
感
電
が

２
人
。
そ
の
中
で
も
、
つ
り

荷
の
落
下
に
よ
る
も
の
が

人
、
積
み
荷
等
荷
の
落
下
に

よ
る
も
の
が
６
人
、
つ
り
荷

の
転
倒
に
よ
る
も
の
が
６

人
、
機
体
に
接
触
し
た
も
の

が
６
人
と
多
か
っ
た
。

　
つ
り
荷
の
落
下
お
よ
び
機

体
等
の
折
損
・
倒
壊
・
転
倒

災
害
の
内
訳
を
み
る
と
、
機

体
が
転
倒
し
た
も
の
が
９

人
、
ク
レ
ー
ン
の
フ
ッ
ク
等

か
ら
玉
掛
け
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

等
が
外
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
が
６
人
、
玉
掛
け
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
等
か
ら
つ
り
荷
が
外

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
６

人
だ
っ
た
。
扱
う
つ
り
荷
や

機
体
の
重
量
が
重
い
た
め
、

小
さ
な
ミ
ス
が
大
事
故
を
引

き
起
こ
す
。
十
分
な
確
認
を

従
業
者
同
士
が
重
ね
て
行
う

こ
と
は
労
働
災
害
防
止
の
有

効
な
手
段
に
な
る
。

　

年
に
お
け
る
全
産
業
の

労
働
災
害
発
生
状
況
は
前
年

よ
り
３
５
９
０
人
多
い

万

１
３
４
９
人
、
死
亡
災
害
発

生
状
況
は
１
７
１
人
少
な
い

１
０
２
４
人
だ
っ
た
。
死
亡

災
害
は
過
去
最
小
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
数
に
含
ま
れ
な

い
が
東
日
本
大
震
災
を
直
接

の
原
因
と
し
た
死
傷
災
害
発

生
状
況
は
２
８
２
７
人
、
死

亡
災
害
は
１
３
１
４
人
だ
っ

た
。

　
労
働
災
害
の
増
加
に
つ
い

て
は
被
災
地
で
の
復
興
作
業

が
影
響
し
て
い
る
と
業
界
関

係
者
は
い
う
。
環
境
省
の
発

表
に
よ
る
と
、
９
月
７
日
現

在
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
の
沿
岸
市
町
村
の
災
害

廃
棄
物
等
処
理
の
推
計
量
は

２
７
５
８
万

。
イ
ン
フ
ラ

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
廃

棄
物
処
理
は
早
急
に
取
り
込

む
べ
き
項
目
の
一
つ
。
作
業

に
不
慣
れ
な
人
が
厳
し
い
環

境
下
で
作
業
す
る
際
、
労
働

災
害
を
特
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
、
政
府
が
復
興
計
画

を
明
確
に
示
せ
ば
、
住
宅
や

工
場
な
ど
の
建
設
需
要
が
急

激
に
増
す
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ク
レ
ー
ン
の
活
躍

の
場
は
増
加
し
、
従
事
者
も

増
え
る
。

　
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
技
能
講
習
な
ど
を
行
う
日

本
ク
レ
ー
ン
協
会
で
は
、
東

北
地
方
で
の
床
上
操
作
式
ク

レ
ー
ン
や
小
型
移
動
式
ク
レ

ー
ン
の
資
格
取
得
者
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。
ボ
イ
ラ
・

ク
レ
ー
ン
安
全
協
会
は
全
国

的
に
技
能
講
習
や
特
別
教
育

な
ど
の
各
種
講
習
の
受
講
者

は
増
え
て
い
る
が
、
特
に
福

島
県
い
わ
き
市
の
い
わ
き
事

務
所
で
の
受
講
者
の
増
加
は

顕
著
だ
と
い
う
。
復
興
需
要

で
必
要
不
可
欠
な
ク
レ
ー
ン

の
資
格
者
は
、
今
後
も
増
え

る
と
予
想
さ
れ
る
。


